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開講学年

日 本 の 経 済 思 想 前後 2 ○
社 会 経 済 思 想 前後 2 ○
福 祉 社 会 と 情 報 前後 2 ○
地 方 自 治 Ⅰ 前後 2 ○
地 方 自 治 Ⅱ 前後 2 ○
日 本 史 概 論 Ⅰ 前後 2 ○
日 本 史 概 論 Ⅱ 前後 2 ○
東 洋 史 概 論 Ⅰ 前後 2 ○
東 洋 史 概 論 Ⅱ 前後 2 ○
西 洋 史 概 論 Ⅰ 前後 2 ○
西 洋 史 概 論 Ⅱ 前後 2 ○
社 会 学 Ａ 前後 2
社 会 学 Ｂ 前後 2
政 治 学 概 論 前後 2 ○
国 際 法 の 基 礎 前後 2 ○
国 際 紛 争 処 理 法 前後 2 ○
国 際 政 治 Ａ 前後 2 ○
国 際 政 治 Ｂ 前後 2 ○
憲 法 通年 4 ○
民 法 Ⅰ 前後 2 ○
民 法 Ⅱ 前後 2 ○
コ ン ピ ュ ー タ と 情 報 Ｃ Ⅰ 前後 2 ○ 　→（データベース）「コンピュータと情報A・B」を修得済であること

コ ン ピ ュ ー タ と 情 報 Ｃ Ⅱ 前後 2 ○ 　→（ネットワークの活用）「コンピュータと情報A・B」を修得済であること

コ ン ピ ュ ー タ と 情 報 Ｃ Ⅲ 前後 2 ○ 　→（プレゼンテーション技法）「コンピュータと情報A・B」を修得済であること

コ ン ピ ュ ー タ と 情 報 Ｃ Ⅳ 前後 2 ○ 　→（コンテンツ制作演習）「コンピュータと情報A・B」
　　 及び「マルチメディア表現と技術」を修得済であること

コ ン ピ ュ ー タ と 情 報 Ｄ Ⅰ 前後 2 ○ 　→（ネットワーク管理とセキュリティ）「コンピュータと情報A・B」
　　 及び「情報通信ネットワーク」を修得済であること

マルチメディア表現と技術 前後 2 ○ 　→「コンピュータと情報A」を修得済であること

コ ン ピ ュ ー タ と 情 報 Ｄ Ⅱ 前後 2 ○ 　→（シミュレーション・グラフィックス）「コンピュータと情報A・B」
　　 及び「情報処理の基礎」を修得済であること

プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 法 前後 2 ○ 　→「コンピュータと情報A・B」及び「情報処理の基礎」を修得済であること

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 前後 2 ○ 　→「コンピュータと情報A・B」と「情報処理の基礎」及び「プログラミング技法」を修得済であること

情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 前後 2 ○ 　→「コンピュータと情報A」を修得済であること

情 報 社 会 と 職 業 前後 2 ○
情 報 処 理 の 基 礎 前後 2 ○ 　→「コンピュータと情報A」を修得済であること

情 報 倫 理 と セ キ ュ リ テ ィ 前後 2 ○
法 情 報 学 前後 2 ○
情 報 メ デ ィ ア 問 題 入 門 前後 2 ○
情 報 メ デ ィ ア 問 題 演 習 前後 2 ○ 　→「情報メディア問題入門」を修得済であること

フ ィ ー ル ド ワ ー ク 入 門 （ 環 境 ・ 開 発 ） 3 ） 前後 2 ○
フィールドワーク（環境・開発）
4 ） 通年 4 ○ 　→「フィールドワーク入門（環境・開発）」を修得済であること

フィールドスタディ入門（ 環境 ・開 発） 3 ） 前後 2 ○
フ ィ ー ル ド ス タ デ ィ （ 環 境 ・ 開 発 ） 4 ） 通年 6 ○ 　→「フィールドスタディ入門（環境・開発）」を修得済であること

フ ィ ー ル ド ワ ー ク 入 門 （ 地 域 社 会 ） 5 ） 前後 2 ○
フィールドワーク（地域社会）6） 通年 4 ○ 　→「フィールドワーク入門（地域社会）」を修得済であること

フ ィ ー ル ド ス タ デ ィ 入 門 （ 地 域 社 会 ） 5 ） 前後 2 ○
フ ィ ー ル ド ス タ デ ィ （ 地 域 社 会 ） 6 ） 通年 6 ○ 　→「フィールドスタディ入門（地域社会）」を修得済であること

金 融 シ ス テ ム 特 別 演 習 前後 2 ○
国 際 経 済 特 別 演 習 前後 2 ○
経 済 学 特 論 前後 2 ○ 　→テーマが異なれば複数履修可

ネ ッ ト ワ ー ク 型 組 織 前後 2 ○
消 費 者 主 権 の 経 済 学 前後 2 ○
消 費 情 報 教 育 前後 2 ○
経 済 英 語 前後 2 ○ 　→テーマが異なれば複数履修可

専 門 資 格 取 得 指 導 前後 2 ○ 　→テーマが異なれば複数履修可

職 業 指 導 通年 4 ○
3）フィールドワーク入門（環境・開発）とフィールドスタディ入門（環境・開発）は毎年いずれかが開講される。
4）フィールドワーク（環境・開発）とフィールドスタディ（環境・開発）は毎年いずれかが開講される。
5）フィールドワーク入門（地域社会）とフィールドスタディ入門（地域社会）は毎年いずれかが開講される。
6）フィールドワーク（地域社会）とフィールドスタディ（地域社会）は毎年いずれかが開講される。
○で示す開講学年で履修することが望ましい。ただし、履修学年に制限がない限り、当該学年以降でも履修することができる。
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